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�問い合わせ先

山
陽
鉄
道
も
の
が
た
り
展
を
開
催
し
ま
す

　
明
治
27
年
に
三
原
駅（
現：
糸
崎
駅
）か
ら

広
島
駅
ま
で
山
陽
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
今

年
で
１
２
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
、
こ

の
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
三
原
市
に
は
旧
糸

崎
鉄
道
学
校
や
三
菱
重
工
鉄
道
車
両
工
場
な

ど
の
鉄
道
関
連
施
設
が
集
積
し
、
市
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　
展
覧
会
で
は
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
山

陽
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
や
電
車
、
新
幹
線
な

ど
の
写
真
や
資
料
を
紹
介
し
、
鉄
道
の
歴
史

や
果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
り
ま
す
。

と�　
き　
７
月
18
日（
金
）〜
８
月
10
日（
日
） 

10
時
〜
18
時

と�

こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ 

展
示
ホ
ー

ル
入�

場
料　

５
０
０
円
、
大
学
生
３
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料

【
関
連
行
事
】

■
講
演
会・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と　
き　
７
月
20
日（
日
）13
時
〜
16
時

と�

こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョン
プ
ラ
ザ 

文
化
ホ
ー
ル

内　
容

　
第
１
部：記
念
講
演

　
演　
題　
日
本
の
近
代
化
と
山
陽
鉄
道

　
講�　
師　
公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会
主

任
研
究
員　
堤 

一
郎
さ
ん

　
第
２
部：鉄
道
対
談

　
演　
題　
山
陽
鉄
道
を
語
る

　
パ�

ネ
リ
ス
ト　
公
益
財
団
法
人
交
通
協
力

会
主
任
研
究
員　
堤 

一郎
さ
ん
、
元
広

島
県
立
歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員　
松

﨑 
哲
さ
ん
、元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
運
転
士 

宇

田
賢
吉
さ
ん

定　
員　
４
０
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

入
場
料　
３
０
０
円

申�

し
込
み　
郵
送
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

①
住
所
②
名
前
③
電
話
番
号
を
文
化
課
へ

問�

文
化
課（
〒
７
２
３
ー
０
０
１
４
城
町

一
丁
目
２
番
１
号
）

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

　
�℻�

０
８
４
８・67・５
９
１
２

■
鉄
道
模
型
運
転
会

と�　
き　
期
間
中
の
土・日
曜
日
、祝
日　
10

時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

と�

こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョン
プ
ラ
ザ 

展
示
ホ
ー
ル

■
蒸
気
機
関
車（
貴
婦
人
）特
別
公
開

と�　
き　
７
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）①
10

時
〜
12
時
②
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
三
菱
重
工
三
原
製
作
所

定　
員　
各
50
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申�

し
込
み　
郵
送
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

①
住
所
②
名
前
③
電
話
番
号
を
文
化
課
へ

■
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
体
験
乗
車

と�　
き　

８
月
９
日（
土
）14
時
〜
16
時・
10

日（
日
）10
時
〜
12
時
、
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ　
屋
外
広
場

参
加
費　
１
０
０
円

▶�

明
治
27
年
広
島
開
業
時
の
時
刻
表（
個
人
蔵
）

�　　　　��浜吉駅弁掛紙
（福井県立歴史博物館蔵）▶

▲日本初の蒸気機関車模型
　（原鉄道模型博物館蔵）

▲ED701交流電気機関車模型
　（三菱みなとみらい技術館蔵）

▲明治36年頃の三原駅周辺（歴史民俗資料館蔵）
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会　計 予算額（Ａ） 収　入 支　出
金額（Ｂ） 割合（Ｂ／Ａ） 金額（Ｃ） 割合（Ｃ／Ａ）

一般会計 505億9,529万円 386億   610万円 76.3％ 435億1,335万円 86.0％
特別会計 295億8,724万円 215億2,790万円 72.8％ 265億8,392万円 89.8％
合　　計 801億8,253万円 601億3,400万円 75.0％ 700億9,727万円 87.4％

市税の種類 平成26年度予算 市民１人当たり
個 人 市 民 税 42億4,675万円 42,932円
法 人 市 民 税 11億7,870万円 11,916円
固定資産税など 68億4,565万円 69,206円
軽 自 動 車 税 2億3,356万円 2,361円
市 た ば こ 税 7億　240万円 7,101円
入 　 湯 　 税 　　1,038万円 　105円
都 市 計 画 税 8億　445万円 8,133円

合　　　計 140億2,189万円 141,754円

会計 現在高
一般会計 566億2,486万円
特別会計 240億8,727万円
合　　計 807億1,213万円

収入 27億5,492万円
支出 26億   128万円
差引 1億5,364万円

平成25年度予算（前年度からの繰越を含む）における収入と支出の状況（平成26年３月31日現在）

平成26年度予算の市税内訳と市民１人当たりの負担状況市債現在高の状況（平成26年３月31日現在）

水道事業の収入と支出の状況
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

市の財政状況をお知らせしますしますしますしますしますしますします

６
日（
日
）は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
日

選
挙
資
格

　
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
６
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
①
ま
た

は
②
に
該
当
す
る
人

① 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

人
、
耕
作
し
て
い
る
人
と
同
居
の
親
族
や

配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

し
て
い
る
人

② 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
、
業
務

を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員

ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
し
て
い
る
人

※
今
年
１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
、
３
月
31
日
確
定
の
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
限

り
ま
す
。

投�

票
所
入
場
券　
投
票
を
行
う
選
挙
区
に
は

６
月
29
日（
日
）に
発
送
済
み
で
す

※
無
投
票
の
選
挙
区
に
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

投�

票
所
の
時
間・
場
所　
投
票
所
入
場
券
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い

用
意
す
る
物　
投
票
所
入
場
券

●
期
日
前
投
票

　
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
投
票
日
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

と�

き　
６
月
30
日（
月
）〜
７
月
５
日（
土
）８

時
30
分
〜
20
時

と�

こ
ろ　
第
一・
二
選
挙
区
＝
市
役
所
議
会

棟
、
第
三
選
挙
区
＝
本
郷
支
所
、
第
四
選

挙
区
＝
久
井
支
所
、
第
五
選
挙
区
＝
大
和

支
所

※
住
所（
名
簿
登
録
地
）に
よ
っ
て
期
日
前
投

票
の
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。　

●
不
在
者
投
票

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院・

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院・入
所
中
の
人
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
４
０

　
■℻�

０
８
４
８・67・６
１
９
６

選挙区 区域 定数

第一 三原地域の沼田川より北部 ５人

第二 三原地域の沼田川より南部 ６人

第三 本郷地域 ５人

第四 久井地域 ６人

第五 大和地域 ８人

選挙区と委員の定数

※人口は98,917人で計算しています。

※平成26年4・5月の２カ月は、平成25年度の現
金の収入・支出を行う出納整理期間のため、最終
的な執行状況（平成25年度決算）は、広報みはら
12月号でお知らせします。

問財政課　☎0848・67・6028　　
　水道部管理課　☎0848・64・2279
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三原シティカレッジ（市民講座）

講座名・内容 講　　師 と　　き 定　　員 ところ

■ちょっと気になる子の理解と支援
①発達障害の理解と支援―医師の立場から―
②発達障害を持つ子に対する教育的支援
③発達障害の就学までの支援へ　　　
④発達障害とともに思春期を豊かにする支援
⑤発達障害を持つ子の応援団として

県立広島大学
　教授　林 優子さん　
　教授　土田玲子さん
　助教　山西葉子さん
　助教　永吉美香さん
　講師　堀江 真由美さん 
　　　　　　　ほか

①7月11日（金）
②8月1日（金）
③9月12日（金）
④10月10日（金）
⑤11月14日（金）
時間はいずれも
19時～21時

各200人

県立広島大
学三原キャ
ンパス
※駐車台数
に制限があ
ります。

■�夏休み特別企画�
　高校生のためのプレママ・プレパパ教室
①命の誕生を学びましょう
　赤ちゃんについて学びましょう
② 「ママと赤ちゃん」との触れ合い体験を

しましょう

県立広島大学
　准教授　日高陵好さん
　准教授　矢野美紀さん
　助手　伊藤良子さん

①7月26日（土） 
②7月27日（日）
時間はいずれも
10時～12時

各15人
対象:①②とも受講で
きる高校生
※筆記用具を用意し、
動きやすい服装で参
加してください。

■夏休み特別企画
　オンリーワン工作～自由に楽しく作ろう～
①作るものを考えよう
②作り始めよう
③完成させよう
④発表しよう

県立広島大学
　助教　髙木雅之さん

①8月1日（金）
②8月8日（金）
③8月22日（金）
④8月29日（金）
時間はいずれも
10時～12時

各20人
対象:幼児、小学生
※保護者も参加でき
ます。
※連続受講をお勧め
します。

■夏休み特別企画
　看護について見て・聞いて・体験しよう
・看護師ってどんなことをする人？
・看護の魅力ってなんだろう？
・看護師になりきってやってみよう！

県立広島大学　
　准教授　黒田 寿美恵さん
　助教　中垣和子さん
　助教　永井庸央さん
　助教　船橋眞子さん

8月7日（木）
13時30分～16
時30分

30人
対象:中学生
※上履きを用意し、動
きやすい服装で参加
してください。

　県立広島大学の教授などによる市民講座の受講生を募集します。
申�し込み　郵送、ファクスまたはＥメールで①講座名②郵便番号・住所③名前（ふりがな）④職業（学年）⑤電話
番号を県立広島大学三原キャンパスへ
※電話での申し込みは受け付けていません。

受講料 無料

県立広島大学キャンパスツアー
　県立広島大学の構内を巡るキャンパスツアーの参加者を
募集します。
と　き　25日（金）９時30分～12時
※昼食体験の希望者は13時まで。　
内�　容　施設・実習室などの見学、昼食体験（希望者のみ）な
ど
定　員　30人（申し込み先着順）
※運転免許証などの身分証明書を持参してください。
参加費　無料
※昼食体験の希望者は200円が必要です。
申�し込み　電話、ファクスまたはＥメールで①名前（ふりが
な）②電話番号③勤務先（学校）④昼食体験希望の有無を
県立広島大学三原キャンパスへ

問�県立広島大学三原キャンパス（〒723-0053　
学園町1-1）

　☎0848・60・1200�℻�0848・60・1134
　 mrenkei@pu-hiroshima.ac.jp
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今
年
度
の
国
保
税
の
税
率
は
据
え
置
き
と

し
ま
し
た
が
、
課
税
限
度
額
は
税
制
改
正
に

よ
り
後
期
高
齢
者
支
援
分
を
２
万
円
、
介
護

分
を
２
万
円
の
合
計
４
万
円
引
き
上
げ
、
表

１
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

　
安
定
し
た
国
保
財
政
の
運
営
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
保
税
の
５
割
軽
減
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
基
準
額
に
世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者
数

を
乗
じ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
世
帯
の

実
被
保
険
者
数
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
軽

減
判
定
所
得
基
準
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
２
割
軽
減
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
数
に
乗

ず
る
金
額
を
35
万
円
か
ら
45
万
円
に
改
正

し
、
軽
減
判
定
所
得
基
準
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。

　
今
月
中
旬
、
世
帯
主
宛
て
に
納
税
通
知
書

を
送
り
ま
す
。
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
い
れ

ば
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
、
市
民
税
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
第
１
期
の
納
期
限
は
今
月
31
日（
木
）で
す
。

　
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
～
74
歳
の
世
帯

は
、
国
保
税
を
世
帯
主
の
年
金
か
ら
６
回
に

分
け
て
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

〈
注
意
〉

　
次
の
場
合
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

・ 
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合

・ 
国
保
加
入
者
で
あ
る
世
帯
主
が
、
今
年
度

中
に
75
歳
に
な
る
場
合

・ 

世
帯
主
の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の

場
合

・ 

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
が
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

　
次
の
対
象
者
は
、
一
定
期
間
、
税
額
が
減

額
さ
れ
、
医
療
費
の
負
担
限
度
額
が
下
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対�

象　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

（
離
職
）し
た
65
歳
未
満
の
人

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
欄

に
、
11・12・21・22・23・31・32・33・34
の
い

ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

申�

請
方
法　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
保

険
証
、印
鑑
を
持
参
し
、市
民
税
課（
市
役

所
本
庁
２
階
）へ

　
次
の
人
は
、
国
保
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対�

象　
災
害
や
、
65
歳
以
上
で
事
業
の
廃
止

に
よ
る
離
職
な
ど
の
理
由
で
、
国
保
税
の

納
付
が
困
難
な
人

※
詳
し
く
は
、
市
民
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
74
歳
ま
で
の
人
が
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
、安
心
し
て
医
療
な
ど
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
は
、医
療
費
や
出
産・

死
亡
な
ど
、
保
険
給
付
の
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は

加
入
者
の
皆
さ
ん
で
助
け
合
う
制
度
で
す

※①～④の合計額が、年間の国保税額となります。
※課税限度額とは、税額の上限のことです。

表１　平成26年度の税率と課税限度額

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
市
民
税
課（
税
額
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課（
納
付
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５

●
国
保
税
の
軽
減
制
度

●
国
保
税
の
減
免
制
度

●
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
を

　
引
き
上
げ

●�

課
税
限
度
額
が
変
わ
り
ま

し
た

●
年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

●
世
帯
主
に
納
税
通
知
書
が

　
届
き
ま
す

国保だより

区　　　分 医　療　分 後期高齢者
支援分

介護分
40歳～64歳の人

①所得割
　[前年中の所得に応じて計算] 7.0％ 2.6％ 2.7％

②資産割
　[今年度の固定資産税額に応じて計算] 10.0％ 1.0％ 1.0％

③均等割額
　[加入者１人当たり] 23,600円 8,500円 9,500円

④平等割額
　[１世帯当たり] 23,200円 7,700円 6,600円

課税限度額 510,000円 160,000円 140,000円
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�問い合わせ先

　
今
月
23
日（
水
）以
降
に
、
新
し
い
被
保
険

者
証（
紫
色
）を
送
付
し
ま
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
橙
色
の
被
保
険
者
証

は
、
廃
棄
す
る
か
、
保
険
医
療
課
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　
年
間
の
保
険
料
は
、均

等
割
額
４
４
，０
３
２
円

と
所
得
割
額
の
合
計
額

で
す（
表
２
）。

※
所
得
割
額
は
、総
所
得

金
額
な
ど
か
ら
基
礎
控

除
を
差
し
引
い
た
金
額

の
８・４
３
％
で
す
。

※
年
間
保
険
料
の
限
度

額
は
57
万
円
で
す
。

限
度
額
適
用・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

申
請・更
新

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
受
診
す
る
場

合
、
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る

と
、
食
費
や
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

手�

続
き　
保
険
証
と
印
鑑
を
用
意
し
、
保
険

医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

※
手
続
き
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

※
今
ま
で
に
手
続
き
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、

今
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
認

定
証
は
保
険
証
に
同
封
し
て
送
り
ま
す
。

　
納
付
は
原
則
年
６
回
、
年
金
か
ら
天
引
き

し
ま
す
。
天
引
き
で
き
な
い
場
合
は
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
に
な
り

ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人
で
も
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
税
制
収

納
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
交
付
し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
今
月
末
で
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
今
月
下
旬
に
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
し
て
い
る
限
度
額
適
用
認
定

証
、限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
今
月
末
で
す
。
新
し
い
認
定

証
が
必
要
な
人
は
、
８
月
以
降
に
保
険
医
療

課
、
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物　
保
険
証
、
印
鑑

※
限
度
額
適
用・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
後
、
１
年
間
で
通
算
90
日
を
超
え
て

入
院
し
た
場
合
は
、
領
収
書
や
入
院
証
明
書

な
ど
入
院
期
間
が
分
か
る
物
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
誰
で
も
や
む
を
得
な
い
事
情
は
生
じ
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

早
め
に
税
制
収
納
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
な
ど
を

対
象
と
す
る
医
療
制
度

 

後
期
高
齢
者
医
療
だ
よ
り

★
不
審
な
電
話
に
注
意
を

　
電
話
で
市
役
所
や
公
的
機
関
の
職
員
を
名

乗
り
、「
医
療
費
な
ど
を
還
付
す
る
」と
言
っ

て
指
示
し
、
銀
行
や
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
６

　
市
民
税
課（
保
険
料
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課（
納
付
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５

●
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
相
談
を

●
更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

○
平
成
26
年
度

　
の
保
険
料

○
手
続
き
が
必
要
で
す

●�

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す

○
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

○
今
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

★
不
審
な
電
話
に
注
意
を

　医師から処方される薬には、先発医薬品と
ジェネリック（後発）医薬品があります。
　ジェネリック医薬品は、先発医薬品の特許
が切れた後に、同じ有効成分で製造された医
薬品です。先発医薬品に比べて一般的に低価
格で販売されているため、薬代の負担も軽減
されます。
　なお、ジェネリック医薬品への切り替えは、
医師や薬剤師と十分に相談してください。

�●ジェネリック医薬品について

均等割額　
44,032円 ＋

所得割額
（総所得額など−基礎控除33万円）

×所得割率8.43％
＝ 年間の保険料　
（限度額57万円）

表２　平成26年度における保険料の算出方法
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お 知 ら せ 拡 大 版

平
成
25
年
度　
市
民
の
声
の
集
約
結
果

　
﹁
市
民
の
声
﹂は
皆
さ
ん
の
貴
重
な
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
提
案・
提
言
事
業

で
す
。

　
今
月
は
、
昨
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

声
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
民

の
声
は
、
４
２
２
通
４
９
８
件
で
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
声
の
分
野
別
件
数
と
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
件
数
が
多
い

順
に
掲
載
）

 

市
民
の
声
４
９
８
件

 

声
の
内
訳

・ 

道
路
の
拡
幅・改
良
に
つ
い
て 

６
件

・ 

道
路
の
舗
装・補
修
に
つ
い
て 

６
件

・ 

歩
道
の
設
置
に
つ
い
て 

６
件

・ 

駅
前
の
活
性
化
に
つ
い
て 

８
件

・ 

ご
み
の
出
し
方
や
分
別
に
つ
い
て 

７
件

・ 
ご
み
の
指
定
袋
制
度
に
つ
い
て 

５
件

・ 
可
燃
物
ご
み
処
理
券
の
交
換
に
つ
い
て

  

４
件　

・ 

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
設
備
に
つ
い
て

  

６
件

・ 

学
校
給
食
に
つ
い
て 

６
件

・ 

武
道
館
建
設
に
つ
い
て 

５
件

・ 

観
光
振
興
へ
の
提
案
に
つ
い
て 

７
件

・ 

各
種
祭
り
に
つ
い
て 

６
件

・・ 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
安
全
施
設
の
設
置

に
つ
い
て 

11
件

・ 

大
規
模
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て 

８
件

・ 

婦
人
科
診
療
に
つ
い
て 

４
件

・ 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

３
件

・ 

窓
口
対
応
へ
の
苦
情
に
つ
い
て 

９
件

・ 

市
民
の
声
の
回
答
に
つ
い
て 

８
件

・ 

広
報
誌
に
つ
い
て 

５
件

・ 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

  

３
件

・ 

納
税
に
つ
い
て 

５
件

 

都
市
問
題　
　
　
　

 　
　
　
59
件

 

教
育・文
化　
　
　
　
　
　
　
57
件

 

観
光・産
業　
　
　
　
　
　
　
57
件

 

防
災・交
通
安
全　
　
　
　
　
34
件

 

福
祉・健
康　
　
　
　

  　
　
32
件

 

職
員・窓
口　
　
　
　
　
　
　
31
件

 

広
報・広
聴　
　
　
　
　
　
　
27
件

 

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　

 　
　
９
件

 

そ
の
他 　
　
　
　
　
　
　
　
63
件

　秘書広報課（〒723-8601港町三丁

目5番1号）

☎0848・67・6007

　0848・67・4984

　 info@city.mihara.hiroshima.jp

市政に関する皆さんの意見
や提案を寄せてください

 

道
路・交
通　
　
　
　

  　
　
70
件

 

環
境・衛
生　
　
　
　
　
　
　
59
件

▲�市民の声を受けて設置した
転落防護柵 ▲�空調設備工事が進む

リージョンプラザ

市民の声の分野別件数

0

10

20

30

40

50

60

70

80

そ
の
他

ま
ち
づ
く
り

広
報・広
聴

職
員・窓
口

福
祉・健
康

防
災・交
通
安
全

観
光・産
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�℻ 
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�問い合わせ先

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

２
つ
の
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

議会報告会を開催します

　
消
費
税
率
改
定
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人

と
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
影
響
を
考
慮

し
、臨
時
福
祉
給
付
金・子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
給
付
を
受
け
る

の
に
必
要
な
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
要
件
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は

６
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
し
た
。

申�

請
方
法　
郵
送（
消
印
有
効
）ま
た
は
市
役

所
窓
口
で
の
申
請

※
基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）時
点
で
住

民
票
が
あ
る
市
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、郵
送
で
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　市議会議員が各会場を訪問し、議会の活動状況を説明するとともに、意見交換を行う報告会を開催します。
内　容

▼第１部＝議会の仕組みと平成26年度予算概要の説明 ▼第２部＝意見交換会

と　　き と　こ　ろ

７月28日（月）

 19時～
   20時30分

第一中学校 
ゆめきゃりあセンター

７月31日（木）
芸術文化センター ポポロ 
本郷生涯学習センター 

８月１日（金） くい文化センター

と　　き と　こ　ろ

８月26日（火）

 19時～
   20時30分

中央公民館
須波小学校 

８月27日（水）
第五中学校 
幸崎コミュニティセンター

８月29日（金） 大和勤労福祉センター

受け取ることができるのは、どちらか１つの給付金です
口
座
が
確
認
で
き
る
物（
通
帳・キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）な
ど

問
社
会
福
祉
課（
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・36・５
５
５
４

　
子
育
て
支
援
課（
子
育
て
世
帯
臨
時

　
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・36・５
５
６
４

　
市
民
税
課（
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金
市町村民税が課税されない人への

給付金です
児童手当を受給している子育て世帯への

給付金です

●対象
　　平成26年度の市町村民税（均等割）が課

税されない人が対象です。
　　ただし、市町村民税（均等割）が課税さ

れている人の扶養親族、生活保護を受け
ている人などは対象となりません。

●支給額

◎加算対象者の例は次のとおりです。
・ 老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎

年金などの受給者（平成26年３月分の受
給権があり、４月分または５月分の年金
の支払いがある人が対象）

・ 児童扶養手当、特別障害者手当などの受
給者（平成26年１月分の手当などを受給
している人が対象）

●対象
　　平成26年１月分の児童手当や特例給付

の受給者などが対象です。
　　ただし、平成25年中の所得が児童手当

の所得制限限度額以上の人、臨時福祉給
付金の対象者、生活保護を受けている人
などは対象となりません。

●支給額

◎両方の給付金が対象になる場合は、臨時
福祉給付金を申請してください。

◎平成26年１月分の児童手当を受給してい
る公務員は、勤務先から配布される申請
書に受給証明書を添えて申請してくださ
い。市から申請書は送付しません。

１人につき10,000円
加算対象者は、１人につき5,000円を加算

※複数の加算措置に該当する人も、
加算額は１人につき5,000円です。

対象児童１人につき10,000円
◎対象児童の生年月日
 平成10年４月２日から
 平成26年１月１日まで

問 議会事務局　☎0848・67・6137

用�

意
す
る
物　
申
請
書
、
本
人
確
認
が
で
き

る
物 

（
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）、振
り
込
み
先
の

市役所
本庁

７月１日（火）～
９月30日（火）

市民ロビー特設会
場（１階）

10月１日（水）～
来年１月５日

（月）

臨時福祉給付金：
社会福祉課（１階）

子育て世帯臨時特
例給付金：子育て
支援課（２階）

各支所
７月１日（火）～
来年１月５日

（月）
地域振興課（１階）

受付期間・場所
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